
資料３

「道内の感染状況等（道案）」に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１ 新規感染者数が徐々に減少しているが、これから雪まつりなどもあ

るので、感染者数が更に減少するまでは現在と同じ感染対策を続けて

いただきたい。



資料３

「感染症法上の位置付けの見直しに係る課題と国に求める対応策について（案）」

に対する主な意見

１ 有識者・専門家の意見

１－①

５類移行の具体的な内容を早期に提示していただきたい。

１－②

道案に異論なし。

今後も高齢者施設等での感染者の症状悪化時やクラスター発生時に医

療機関や行政による円滑な入院調整をお願いする。

１－③

５類への移行はいずれかの時点で必要と考えるが、現在はインフルエ

ンザなどの症状との見分けが明確でない中で、地方においては民間医療

機関も含め、幅広い診療体制となるまでの間、混乱することも懸念され

ることから、移行期間については、新たな変異株の動向等も含め一定期

間必要。

また、対策本部の廃止後、地方での何らかの対策機関の設置にあたり、

国の財政措置が必要。

１－④

国における感染症法上の位置付けの見直しに際し、①国民への十分な

説明、②国費による財政的支援の継続、③方向性やスケジュールの早期

提示を国に求めることは必要。

１－⑤

道案に異論なし。

児童・生徒、社会人、老若男女を問わず、道民の皆さんが、今後のコ

ロナ対策の変化に対する様々な不安感が払拭できるよう、引き続き、き

め細かに情報を発信していただきたい。

感染症法上の位置づけの見直しについては、全国知事会ワーキングチ

ームと国との協議内容の迅速な情報提供をお願いしたい。

特に、高等学校の卒業式は２月から実施されることから、マスク着用

について学校現場に混乱が生じないよう、速やかな情報提供をお願いし

たい。



２ 市町村・関係団体の意見

２ー①

５類に移行しても感染力や病原性が変化するものではなく、基本的な

感染対策を個人の判断に委ねるにあたっては、高齢者等の重症化しやす

い人が不安を感じることがないよう、死亡者等の要因分析や感染状況な

どを適切に提示する必要があることを求めていただきたい。

また、５類の移行に伴い、患者はどの医療機関でも受診できることに

なるが、対応できる医療機関がどの程度増加するか不透明なため、すべ

ての患者等が適切に診療や検査を受けられる医療体制の確保を求めてい

ただきたい。

２ー②

具体的な課題については、北海道で今回まとめていただいた内容のと

おりであり、なるべく早く国の方針を示していただきたい。

入院調整機能について、地方では感染拡大期には、保健所に頼らざる

を得ないことから、保健所が十分対応できる財政的支援の継続を要望し

ていただきたい。

２ー③

市民への周知及び医療機関との調整に伴う期間が十分に確保されるよ

う、今後の感染症法上の位置付けの見直しに係る取扱いやスケジュール

を国において早期に提示していただきたい。

２ー④

患者等への対応について、位置付けの見直し後は、陽性者についても

宿泊できる体制の確保ができるよう、国レベルで関係業種への働きかけ

を十分行っていただきたい。

また、宿泊機能や相談機能は、現在、派遣職員の活用や業務委託によ

り実施しており、従事者や実施場所の確保のためには、経過措置の具体

的方針の前倒し決定が必要。

医療体制について、国レベルで全ての医療機関で新型コロナウイルス

陽性者を含む発熱者の診療を適切に実施していただけるような対策、働

きかけを十分に行っていただきたい。



２ー⑤

旅行者の取扱いについては、各宿泊施設において受け入れが可能とな

るよう、国レベルで当該宿泊施設への必要な支援も含め、検討を行って

いただきたい。

入院・外来の医療費の自己負担分に係る公費支援については、国にお

いて、段階的に移行する方針が示されているが、対象者の範囲について

早期に方針を示していただきたい。

２－⑥

国において、公費支援の段階的移行の基準（対象者、年齢、所得など）

を明確にしていただきたい。さらに、治療への負担軽減につながるよう

費用面でワクチンを接種しやすい環境を整えていただきたい。

２ー⑦

道案に異論なし。

特に、国民への説明、ハイリスク者への対応、医療機関への財政的支

援の継続の３点が今後は大切になると考えており、引き続き、対策を講

じていただくようお願いする。

また、医療機関においては、院内感染による影響が大きいため、一般

社会より厳密に対応する必要があることを踏まえ、医療機関を受診する

際は、必ずマスクを着用いただくよう周知することを国に求めていただ

きたい。

２ー⑧

マスクの着用については、学校としての指導の一助となるよう、個人

が判断しやすい目安を国において示していただきたい。

２ー⑨

道案に異論なし。

患者や医療現場に混乱を招くことがないよう、早期に準備するなど適

切な対応をお願いする。


